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大規模舗装・RC 床版補修時に舗装切削後の既設床版面を
打音による検査を行い，剥離したコンクリートや浮きの除
去を実施した挽ì∵ 巻ぇつ◇
奭つ，コンクリートの 予雅火 巻ぇた挽谽∵网，旗

RC
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PCa 床版の形状および配置を検討した．
ケース 1

PCa 床版のハンチ（増圧部）幅を鋼桁上フランジ
幅 + 100 mm（片側 50 mm）として，主桁形状に合
わせて連続的に変化する（ୈ 5 ਤ - ( a )）．重量は
最少となるが，すべての PCa 床版の形状が異なるた
め，製作は煩雑となる．

ケース 2

PCa 床版のハンチ幅を大きくし，主桁間隔の変化
に対応する（ୈ 5 ਤ - ( b )）．ハンチ幅が過大とな
らない範囲で PCa 床版をグルーピングすることで，
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を中間支点部から両橋台側に向かって撤去後，順次新設
PCa 床版の架設を実施した．PCa 床版の RC ループ継手
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